
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寒さが厳しい日が続いておりますが、みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

 さて、“えこっち・やす”ではさまざまな環境活動に対して継続して取り組んでいます。本紙では

今年度の晩夏から冬にかけての主な事業やイベントをご紹介します。 

11 月 10 日（日） 参加者 30 名 

野洲クリーンセンター展示スペースおよび２階

スペースでリユース無償譲渡会を開催しました。 

開始時間の1時間前から待っておられる方もいら

っしゃいました。タンスやテーブルなどの家具類 

22 点、食器・バックなどの小物 184点、合わせ

て 206 点を譲渡しました。 

11 月 16 日（日） 参加者 30 名 
秋空の下、野洲川北流域跡自然の森でふれあいイベン

トを実施しました。マムシグサ、タラヨウ、スズメウリ

など観察したり、ゴマギ、ニッケイ、サンショウなど匂

いのする葉っぱを嗅いでみたり、ウバユリの種を飛ばし

たり、どんぐりを拾ったりしながら、森を探索しました。 

ネイチャーゲームでは、ビンゴカードで自然の生き物

や植物など探索し、草の中にわからないようカモフラー

ジュし隠したいろんなものを探し出すゲームなど、日頃

と少し違った観点で自然観察、自然体験を楽しみました。 

お楽しみのタケメシは、”子供がびっくりするほど沢山

食べていた”など、おいしいと大変好評でした。 

また石焼き芋もおいしくできあがり、子供たちはマシ

ュマロ焼きも堪能しました。 

リユース無償譲渡会 

自然の森ふれあいイベント 

エコキャンドルづくり講座 

 

12 月 14 日（土）参加者 20 名 
市内在住の小学生と保護者を対象に、コミ

センひょうずで参加者募集型講座エコキャン

ドルづくりを実施しました。キャンドルを作

って終わるのではなく、廃食油の利用やリサ

イクルについても説明し、環境への関心を高

めていただけるよう実施しました。クリスマ

スにぴったりの素敵なキャンドルを作ってい

ただくことができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビワマス産卵床造成および魚道設置 

ビワマスが産卵するのに適した環境を整備する

ため、９月 27 日と 10月５日の 2日、産卵床を

造成しました。 

また、関東地方を中心に大きな被害を与えた台

風 19 号が通過後の 10月 16 日にはビワマス遡

上用の仮設魚道を中ノ池川落差工設置しました。 

昨年は１匹のビワマスが魚道を遡上したもの

の、魚道最上段から上流部までに距離があること

で苦戦しているようでした。 

これを受け、今年は仮設魚道の最上部にもう 1

段堰を取り付け、上流部までの距離を縮め上りや

すい構造に改良しました。 

産卵床ではトータル 10匹ほどのビワマスが産

卵準備をする光景が見られました。 

また、来年も課題に取り組んでいきます。 

エコドライブ教習会 

11 月 15 日（金） 参加者 6 名 

野洲自動車教習所にご協力いただき、エコド

ライブ教習会を実施しました。 

市民のほか、野洲市の環境保全協定締結事業

所から、奥村興業さん、近江 OFT さん、

SCREEN ホールディングス野洲事業所さんか

らの参加者があり、エコドライブの座学講習を

受ける前後で教習車を運転し燃費測定を行いま

した。その結果、全ての参加者において燃費の改

善が見られ、平均で 18％、最大で 37％の燃費

向上がみられました。また、教習所の先生を交え

たグループトークではエコドライブについての

情報交換や講習の効果について話し合い、さら

なる理解を深めていただきました。 

 

10 月 28 日（月）、30 日（水）13 名 

平和堂アルプラザ野洲店、丸善野洲店の市

内スーパー２店舗にて、市とともに環境にや

さしい買い物キャンペーンとして、買い物バ

ック持参の呼びかけを行いながら、PR用に作

成したポケットティッシュやグリーン購入+

エシカル、フードエコの小冊子の配布を行い

ました。 

  

9 月 27 日（金）、10 月５日（土） 産卵床造 

10 月 16 日（水） 魚道設置 

 

今年の改良箇所 

環境にやさしい買い物キャンペーン 

昨年 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 11 日（土）参加者 260 名 

 琵琶湖岸にかつて広く群生していたヨシを

取り戻すためのイベントを開催しました。ヨ

シは琵琶湖の水環境と生物にとって大切な植

物です。 

ヨシの植栽や松林の下草刈りを行ったあと

ヨシ笛の音色を聞きながらおにぎりとシジミ

汁をいただきました。この日以外にも 11 月

4 日（月祝）に滋賀ダイハツ販売（株）が、11

月 29 日（金）には中主小学校 4 年生がヨシ

植えを行いました。 

8 月 19 日（月） 参加者 156 名 

残暑ではありましたが、うす曇で比較的過ご

しやすい天候のなか、２回に分けて行われたシ

ジミ採りの合間には浜の漂着ごみの清掃をシジ

ミ採りと同様に一生懸命に取り組まれました。 

昼食時には、滋賀県水上安全協会、守山警察署

による水辺の活動における注意啓発と水資源機

構による琵琶湖の環境学習を行いながら、湖魚

弁当、シジミ汁を食し、食材をはじめ琵琶湖の貴

重な体験学習となりました。昼食後には恒例と

なったスイカ割が行われ、子ども達が歓声を上

げながらスイカ割を楽しんでいました。 

あやめ浜まつり ヨシ植えイベント 

 

11 月 23 日（土） 参加者 25 名 
 秋の柔らかな日差しと紅葉につつまれながら、

秋の小堤山城を訪ねる登山を実施しました。古

城跡の桜本坊の池や遺跡、見事な石垣を見なが

ら山を登り、主郭跡で講師の説明を聞きました。

参加者から「野洲にこんなにきれいな景色や歴

史遺跡があるとは知らなかった、来てよかった!」

「講師の説明がわかりやすかった」との声が寄

せられました。 

秋の山城探索登山 
 

森づくり塾 
 11 月 30 日（土） 参加者 25 名 

 里山の材料でつる篭・リースづくりを実施しま

した。つる採り、リースの飾りの木の実など準備

が大変でしたが、今年度は山部会のメンバーが参

加者に作り方をしっかり伝えられるよう事前に

指導練習した成果があり、良い作品作りができま

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会費は「えこっち・やす」を運営するための費用の一部に充てます。 

・会員にはイベントなどの実施予定や計画の取り組み状況等をまとめた

ニュースレターをお送りします。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆  

年会費  個人：500円 ・ 団体：1,000 円 ・ 事業者：2,000 円 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

☞詳しくは事務局：野洲市環境課 

TEL 587-6003まで 

ビワマスフォーラム 2 月 8 日（土）13:30～16:00 コミセンひょうず 
主催：家棟川・童子川・中ノ池川にビワマスを戻すプロジェクト 

 市民・事業所・行政・関係機関の協働により、家棟川水系を遡上するビワマス生息環境の保全・

再生に向け取り組んでいる本プロジェクトによる家棟川水系の現状とビワマスを戻すための課題

や対策のほか、滋賀県内における小さな自然再生の取り組みについての事例発表を受けながら、

ビワマスが遡上するきれいな川づくりについて、いっしょに考えてみませんか。 

参 加：要事前申込み 先着 100 名 無料 

同 時 開 催 「薪ストーブ用の薪を無償配布します。」 

野洲川河道内の伐採木を薪に加工したものを試行的に無償で配布します。 
排出された伐採木を暖房燃料として地域内で消費することにより、資源の有効利用やカーボンニュート

ラルによる二酸化炭素排出削減を図ることで地球温暖化防止への寄与を目的としています。 

配 布 物：伐採した樹木（主にヤナギ）を 40 センチメートル程度の薪状にしたもの。 

配 布 量：約 0.75 トン １人当たり自家利用を超えない範囲で先着順に配布します。 

配布時間：13 時から 16 時まで。なくなり次第終了。 

そ の 他：当日残った薪については 2 月 13 日から 2 月 21 日の期間に環境課で無償配布します。な

くなり次第終了となりますので、お問い合わせのうえ、執務時間にお越しください。 

※ 配布時に簡単なアンケートをお願します。 

 

申込み・問合せ：事務局 環境課まで TEL 587-6003 FAX 587-3834 

樹木の管理と剪定技術講習会 3 月 28 日（土）10:00～15:00 コミセンきたの 

荒天時 3 月 29 日（日）に順延 
主催：緑の推進委員会（まちなかの緑づくりプロジェクト） 

共催：やす緑の広場（まちなかの緑づくりプロジェクト） 

公園など公共施設等の樹木の維持管理を行っている方や興味がある方を対象に剪定作業におけ

るポイントなどの技術講習を行います。 

この講習会をきっかけに「脱」自己流剪定してみませんか。 

持ち物：軍手、筆記用具、剪定バサミ、剪定ノコギリ、弁当など。 

作業のできる服装で参加してください。 

参 加：要事前申込み 先着 30 名 参加無料 ※希望者には講習テキスト有（有料 400 円） 

申込み・問合せ：3 月 19 日までに都市計画課まで TEL 587-6324 FAX 586-2176 


